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○どのグループにも共通して見ることができた意見

○各グループに見ることができた特徴的な意見
Aグループ
・サテライトオフィスを設ける
・元気でいるための講座を受けたい

Bグループ
・果物を買う場がない
・空いている施設がもったいない
・防災重視
・土日使えるところがない
・地区の集まるところが欲しい

Cグループ
・女性視点の場が欲しい
・学校の空き室利用
・行事が多すぎる
・児童館やオレンジカフェ、子育てサロン
が移入者に喜ばれている
・老人に必要なものは子供にも必要Dグループ

・子供が自由に学習できる施設が欲しい
・図書館が欲しい
・マルシェを開催したい

Eグループ
・豊野にある歴史を大切にする地区
・アップルライン付近の充実
・母子保健センターの統合→不便

世代間の交流ができるまちにしたい 福祉が充実したまち 住民同士が集まってくつろぐことができる場

子供が多く子供にやさしいまちになってほしい 自然が豊かなまち 農業の発展維持ができる町



・子供が多く子供にやさしいまち
・福祉が充実したまち

・子育てサロンやオレンジカフェの活用 世代間の交流が生まれ
子育てや福祉が充実したまちに

○ワークショップから見えた豊野の今後

豊野みなみ保育園

豊野中学校

豊野町デイサービスセンター
さんいくの家（オレンジカフェ）

豊野老人福祉センター

豊野さつき保育園

豊野西部児童センター

豊野西小学校

豊野東小学校
豊野東部児童館
豊野ひがし保育園

：福祉関連施設
：子育て関連施設

○豊野における各種施設の配置

上の地図からも分かるように福祉施設は豊野の中心部に集まっている
　　　　➡今後施設はどうあれば良いか？

○提案
今ある子育て支援施設や福祉施設を活かしつつ良さを拡大
そこで小学校の空きスペースや支所の空きスペースなどの既存ストックを
有効利用し子育て支援施設や福祉施設を充実させることができないだろうか
また、これらの充実とともに移入者たちがコミュニティにはいる
きっかけを作ることはできないだろうか

福祉や子育て支援

役所

JA

１Fを公共的なスペースに

豊野に引っ越してきたけど
どこを頼ればいいんだろう

こども 労働者 老人

世代を超えたコミュニティの形成
福祉や子育て支援が充実し
住みたいと思える豊野に

「老人に必要になってくるものはこどもにも必要になってくるのではないか」

赤い円で囲まれた地域の福祉は？

「かがやきひろば」や「さんいくの家」の拡大

・児童館などの施設への応用

母子保健センターが統合された場合➡かがやきひろばがなくなる
　　　➡どこでこういった活動がおこなわれるのだろうか

愛の家

泉平ハイツ
水内荘 風のだいち

シルバーハウス

小春日和



Toyo-no-ka

新たな若い農業従事者も相談することが出来る 気軽に立ち寄って話せる

商品を売ることが出来る その場で食べれる

調理や加工ができる

前回からの課題
・農家の集まれるところがない
・農産物を売買するところがない

提案
農業を通した交流の拠点を中心部につくる
１、中心部の空きスペースを利用する
　　・旧給食センター
　　・支所
　　・公民館など
２、集会、販売、調理機能を設ける

将来
農業を継続発展させつつ多世代間の交流を目指す

活動
・農家の人が集まって話をしたり
・果物を販売したり、購入したり
・親子で一緒に果物のお菓子をつくったり
・子どもたちと農家の人が一緒に加工体験をしたり

①旧給食センター
・中心部に近いので
　集まりやすい。
・使える鍋、食器の
　再利用。

②支所
・支所の空き室を
　まとめる。
・役場、JAを上の
　階へ。一階を開放。

ーとよのうかー

利用する場所の例

年間を通した交流

・農業の発展維持ができる町
・世代間の交流ができる町

③公民館
・空き室の利用。
・老朽化により建て替え
　が行われた場合、
　機能を付加。

「上手にできたね！」

「おいしい♪」

「おいしいね！」

「きれいな花が咲いたよ」

「剪定のこつは？」

「豊作だね」

「わーい」

空 空

空
市民開放


